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【巻末資料1】ドイツ語を使って何がしたいのか（実際のアンケート結果を修正）
・ドイツ留学
・ドイツ旅行
・本場のドイツ語を聞き取ってみたい。
・実際に活用したい
・書きたいことを書けるようになりたい。
・簡単なドイツ語はスラスラ読めるようになりたい。
ドイツ語学習データベース構築の試み
12（111）
・グリム童話や歴史書、レシピ本などドイツ語で書かれた書籍を読みたい。
・映画を字幕なしで理解できるようになりたい。
・簡単な会話でも構わないからドイツ語圏の人と話せるようになりたい。
・ドイツの歴史を学びたい。
・ドイツ語と共にドイツの文化なども知りたい！
・ドイツ人と友だちになりたい
・周りの人に教えてあげたい
・ドイツ語の検定に受かる。
・簡単なあいさつができるようになりたい。
・ドイツのことを調べてドイツ語で発表する。
・ドイツ語の楽曲を理解したり歌えるようになりたい。
・ドイツ人のホームステイ受け入れ。
・将来ドイツ語圏の国に旅行することがあったらドイツ語で何か注文してみたい。
・仕事で使いたい
【巻末資料2】ドイツ語を使って何ができるようになったのか
〈話す〉
「言う・尋ねる」
・｛自分の／人の｝名前が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝出身が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝住所が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝趣味が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝年齢が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝好きな食べ物が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝好きな飲み物が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝家族構成が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝職業が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝持ち物が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝調子が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝いつ何を食べるかが｛言える／尋ねられる｝
・｛自分の／人の｝起床時間が｛言える／尋ねられる｝
・｛自分が／人が｝パン派かご飯派かが｛言える／尋ねられる｝
・物についての感想が｛言える／尋ねられる｝
・日付が｛言える／尋ねられる｝
・時間が｛言える／尋ねられる｝
・いつするのかが｛言える／尋ねられる｝
・物が何かを｛言える／尋ねられる｝
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・物の名前｛日本語／ドイツ語｝でどう言うか｛言える／尋ねられる｝
「説明する」
・道案内ができる
・人の紹介ができる
「やりとり」
・断る（知りません）
・断る（忘れました）
・断る（答えたくない）
「決まり文句」
・メリークリスマス
・あいさつ
「特殊な言語記号」
・数字
・アルファベート
〈読む〉
・店名などに関して英語とドイツ語が区別できるようになった。
・ドイツ語でレシピが読める
〈聞く〉
・ビデオでドイツ語がところどころ聞き取れる
〈ドイツ文化〉
・ドイツ語の曲を何曲か知った
